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1．調査 

 本海域の調査は 1997年 11月に実施した。測線は南北方向に 900m間隔とし、探査機としてスパー

カー（1000J，200～1000Hz，発振間隔 1秒）及びチャープソナー（2～7kHz，発振間隔 1/4秒）を用

いた。なお，本海域は国土地理院により音波探査がなされている（スパーカー及びソノプローブに

よる）1,2)。今回の調査において測線を十分に設けることが出来なかった釣島水道，クダコ水道等の

海域では，解析にあたって国土地理院による音波探査記録も用いている。 

 

2．結果 

 伊予灘では，伊予断層の延長に活断層が存在することが知られていた3)。今回の調査でも，伊予断

層の延長に沖積層内でも変位の累積性をもつNNE－SSW走向の断層が確認された。伊予断層の北側

にも，沖積層には変形が及んでいないものの，更新統と推定される地層に変形を及ぼしている断層

がいくつか併走していることが明らかとなった。 

 なお，今回の調査では音波探査記録は得られていないものの，長浜町今坊の北，海岸から 500m程

度の沿岸部に，NNE－SSW走向，深さ m程度の小凹地（トラフ）が認められる。この凹地が沖積層

に埋積されていないのは，地形の形成が新しいためであると推定され，断層の存在が予想される。 
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第 1 表 層序区分と対比 
Table.1 Stratigraphic Division and it 's correlation. 
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第 1 図 松山港周辺における断層分布 
Fig.1 Distribution of submarine faults around the Matsuyama port and its adjacent area. 
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第 2 図 松山港周辺における地質断面。断面の位置は第 1 図に示す。縦方向は 20 倍に拡大。 
Fig.2 Geological profiles around the Matsuyama port and its adjacent arel. Locations of the profiles are shown in Fig.1. Vertical exaggeration is 20×. 
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